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	確かな学力
	豊かな心
	健やかな体
	信頼される学校

	１
	実施重点
	〇効果的な教科担任制の導入
〇日常の学習の充実
〇教職員の資質向上
	〇体験的な学習の充実
〇ペア学年や特別支援学級との
交流学習の充実
	〇正課体育での体力向上
〇健康に対する意識向上の啓発
〇安全に関する意識の向上
	〇情報発信の充実
〇保護者、地域との協働
〇学校運営の改善

	２
	現状と課題
	〇全学年で担任以外の学習を行うことができた。
〇タブレットやＩＣＴを活用した学習に取り組んできた。より効果的なタブレットの活用については、今後検討が必要。
〇豊かな学びのために教職員の授業力や人間力向上のための研修を多く取り入れてきた。教材研究のための時間の確保に努めたい。
	〇「誰とでも優しくかかわってい
る」「楽しく学校生活を送って
いる」の項目では前期後期とも
に90P以上となっており、交流
学習や体験学習により一定の効
果が出ていると考えられる。
〇あいさつに関する項目では、前
期後期とも約70Pとなってお
り、時と場に応じたあいさつが
できるような指導をどのように
していくかを考えていきたい。
	〇コロナ感染拡大防止や体育館工
事のため、十分とはいえないま
でも体力向上に努めている。な
わとび集会など行事を通じて体
力向上に取り組めた。
〇学アの「安全」に関する項目で
は85Pの肯定的評価となり、
学校における安全に対する各種
の取り組みについて一定の成果
が出ていると考えられる。

	〇学アの情報発信については約
80Pとなっていたが、「保護者
や地域とともに」に項目で90P
「特色ある取り組み」で約85P
の肯定的評価となり、「信頼さ
れる学校」の各項目で前期より
アップしている。各種便りや、
ホームページの活用で保護者へ
の情報発信の仕方について一定
の効果が出ていると考える。

	３
	具体的な方策
	〇低学年からの教科担任制を実施する。
〇タブレット活用のための研修の充実を図る。
〇時間確保のための体制づくりの推進を図る。
	〇日常の生活の中で、だれとでも
しっかりとあいさつができるよ
うな具体的な場面を考え、取り
組んでいく。
〇交流活動では日常的な部分からめあてをもって行っていく。
	〇食育を含めた健康に関する意識
の向上のため、保健学習を養護
教諭や関係機関、大学との連携
し進めていく。
〇体育の指導力向上のための研修
の実施する。
	〇学校運営協議会や保護者からに
日常的な意見を生かし、学校運
営の改善に役立てる。
〇ペーパレス化を視野に入れた、メールやタブレットの有効的な活用を検討していく。

	４
	達成状況
５：十分達成できた
１：全くできなかった
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	５
	学校への意見
	

	6
	市教委への意見
	



※文中の「学ア」は「学校評価アンケート」のことです。　※運営協議会委員の皆様には、４・５・６についてご意見を頂ければと思います。
